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6・7面　タウンガイド
催し・講座・子育て・募集・お知ら
せなど、暮らしに役立つ便利な情報
が満載。

２面　自立支援制度がスタート
４月１日から生活困窮者の経済的自
立を支援する新たな制度がスター
ト。市には相談窓口を設置します。

３面　落書きのないまちをつくる
きれいで安全な生活環境を整えるた
め、落書きをさせないまちづくりへ
の行動指針を策定しました。

４・５面　エコスクール
国内の中学校で初めてグリーンフ
ラッグ（国際認証）を取得した、相
川中学校の取り組みを紹介します。

対　象　市内在住の①幼児・児童の保護者
②中学生または保護者③65歳以上の高齢者―
のいずれかに該当する方
期　間　４月１日～平成28年３月31日
助成額　新品の自転車ヘルメット

１個につき1000円。１人につき
年1個まで。　
購入方法　助成券兼申請書に必

要事項を書き、協力店舗に持参。
店舗など詳しくは

★助成対象に中学生を追加★
自転車ヘルメット購入費の助成

頭部
64％

胸部13％

全損5％
腰部6％

腹部4％

その他4％頸部4％

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト

身
に
着
け
よ
う

全国の自転車死亡事故
による損傷箇所

（平成21年～23年）

　
　
　

ら
か
な
陽
光
に
草
木
が
芽
吹
き
、
つ
ぼ
み
が

　
　
　

花
開
く
こ
の
季
節
。
甘
い
香
り
に
誘
わ
れ
て

ペ
ダ
ル
を
踏
め
ば
、美
し
い
春
景
色
が
広
が
り
ま
す
。

　

自
転
車
は
、
環
境
に
優
し
く
健
康
に
も
良
い
、
手

軽
で
身
近
な
乗
り
物
で
す
。
一
方
で
、
交
通
事
故
が

後
を
絶
た
ず
、
昨
年
市
内
で
発
生
し
た
1
0
7
5
件

の
事
故
う
ち
、
2
4
5
件
に
自
転
車
が
関
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
と
し
も
既
に
２
件
の
死
亡
事
故
が
起
き

て
い
ま
す
。

　

自
転
車
死
亡
事
故
に
よ
る
負
傷
箇
所
で
、
圧
倒
的

に
多
い
の
は
頭
部
で
す
（
グ
ラ
フ
参
照
）。
け
が
を

軽
減
す
る
た
め
に
は
、
衝
撃
を
拡
散
・
吸
収
し
て
頭

を
守
る
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
何
よ
り
も
大

切
。
近
年
で
は
お
し
ゃ
れ
な
デ
ザ
イ
ン
の
商
品
も
増

え
、
気
軽
に
か
ぶ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

厚
木
警
察
署
の
平ひ

ら

田た

彩あ
や

奈な

巡
査
は
「
自
転
車
事
故

で
の
負
傷
者
数
は
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
の
若
年
者

が
多
く
、
死
者
数
は
70
歳
以
上
の
高
齢
者
が
多
い
。

こ
の
世
代
に
は
、
特
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
身
に
着
け
て

も
ら
い
た
い
」
と
呼
び
掛
け
ま
す
。
市
で
は
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
購
入
費
用
を
助
成
し
、 

こ
う
し
た
年
齢
層

の
着
用
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

　

ぽ
か
ぽ
か
陽
気
に
春
風
を
切
っ
て
走
る
爽
快
感

は
、
こ
の
時
期
な
ら
で
は
の
楽
し
み
。
み
ん
な
で
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

安
全
な
自
転
車
ラ
イ
フ
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

問
く
ら
し
交
通
安
全
課
☎
225
‒
２
７
６
０

柔

広報あつぎ 第1204号
平成27（2015）年４月１日発行

www.city.atsugi.kanagawa.jp

編集・発行／厚木市政策部広報戦略課
〒243‒8511 神奈川県厚木市中町3-17-17
TEL.046‒223‒1511㈹ FAX.046‒223‒9951

問行政経営課☎225-2180

厚木市 自転車ヘルメット 検 索

CATV 4/16～放送
あつぎ 元気Wave

市の助成などを紹介

国勢調査員を募集
調査関係書類の配布や回
収、整理などに従事して
いただける方を募集しま
す（報酬あり）。詳しくは
市ホームページで。



２平成27年４月１日

ま
い
を
失
っ
た
人
へ
の
住
宅
支
援
や
、
段
階

的
に
仕
事
に
結
び
付
け
る
た
め
の
就
労
支

援
、
貧
困
の
連
鎖
を
防
止
す
る
た
め
の
子
ど

も
へ
の
学
習
支
援
な
ど
、
支
援
方
法
は
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
（
左
欄
参
照
）。

　

引
き
こ
も
り
の
方
に
は
、
家
族
や
周
り
の

人
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
相
談
員
が
相
談
者

宅
を
訪
問
し
、
本
人
か
ら
状
況
を
聴
取
し
ま

す
。
生
活
習
慣
の
改
善
や
地
域
活
動
へ
の
参

加
、
職
場
体
験
な
ど
を
通
じ
て
、
就
職
に
つ

な
げ
ま
す
。

　

相
談
員
の
一
人
で
社
会
福
祉
士
の
降ふ

る

旗は
た

聡さ
と
しさ
ん
（
51
）
は
「
生
活
の
困
り
ご
と
の
解

決
に
向
け
て
、
私
た
ち
が
親
身
に
な
っ
て
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に
窓
口
に
お

越
し
く
だ
さ
い
」
と
話
し
ま
す
。

ま
ず
は
相
談
を

　

社
会
・
経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
生
活

に
困
っ
て
い
る
方
が
抱
え
る
問
題
は
多
様
化

し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
ド
バ
イ
ス

が
解
決
へ
の
糸
口
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
窓
口
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
福
祉
総
務
課
☎
225
‒
2
8
9
5

　

新
た
な
支
援
制
度
は
、
病
気
や
引
き
こ
も

り
、
路
上
生
活
な
ど
で
働
け
な
い
方
な
ど
を

対
象
に
し
た
制
度
で
す
。
こ
れ
ま
で
制
度
の

は
ざ
ま
に
置
か
れ
て
き
た
、
生
活
保
護
受
給

者
以
外
の
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
支
援
を
強

化
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
生
活
に

困
っ
て
い
る
方
が
経
済
的
に
自
立
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

相
談
か
ら
自
立
ま
で
を
フ
ォ
ロ
ー

　

市
で
は
、
相
談
を
受
け
付
け
る
総
合
的
な

相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。
相
談
員
は
相
談

を
受
け
る
と
、
生
活
困
窮
者
の
生
活
状
況
と

課
題
を
分
析
。
相
談
者
の
意
思
を
尊
重
し
な

が
ら
、
状
況
に
応
じ
た
自
立
へ
の
支
援
プ
ラ

ン
を
作
成
・
実
施
し
ま
す
。
相
談
者
に
提
供

さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
定
期
的
に
確
認

し
、必
要
に
応
じ
て
支
援
プ
ラ
ン
を
再
検
討
。

一
日
で
も
早
く
安
定
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ

う
フ
ォ
ロ
ー
し
ま
す
。

一
人
一
人
の
状
況
に
応
じ
た
支
援

　

相
談
員
は
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や

社
会
福
祉
士
な
ど
の
専
門
家
で
す
。
相
談
者

に
寄
り
添
い
、
自
立
を
阻
ん
で
い
る
問
題
の

解
決
に
一
緒
に
取
り
組
み
ま
す
。
離
職
で
住

　生活に困っている方の経済的自立を支える生活困窮者自立
支援制度が4月から始まります。専門の相談員が、相談者一人
一人の状況に応じた自立支援プランを作成し、他の専門機関
と連携して自立を後押しします。

自
立
支
援

ト
ピ
ッ
ク

相談員が丁寧に相談に応じます

生活困窮者の自立に向けて

新たな支援制度がスタート

　

桜
の
花
び
ら
が
薄
紅
色
に
染
ま
り
、
暖
か

な
日
差
し
で
き
ら
め
く
中
、春
の
風
物
詩「
あ

つ
ぎ
飯
山
桜
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
４
月
１
日
、
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
す
、平
成
27
年
度
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

私
は
市
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
た
こ
と
し
、

市
政
運
営
の
テ
ー
マ
に
「
光
輝
」
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
厚
木
市
を
「
市
民
の
皆
さ
ん
が
誇

り
を
持
て
る
県
央
の
雄
都
と
し
て
光
り
輝
か

せ
た
い
」。
こ
の
思
い
を
胸
に
、
新
年
度
の
予

算
は
、
過
去
最
大
規
模
で
編
成
し
ま
し
た

（
詳
細
は
広
報
あ
つ
ぎ
特
別
号
を
参
照
）。

　

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
に
的
確
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
県
央
の
雄
都
に
ふ
さ

わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
本
厚
木
駅
周
辺

の
整
備
、
森
の
里
東
地
区
の
産
業
系
土
地
区

画
整
理
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
皆
さ

ん
の
命
を
守
り
抜
く
た
め
、
最
先
端
の
高
度

医
療
を
提
供
す
る
新
市
立
病
院
を
オ
ー
プ
ン
。

４
月
１
日
か
ら
は
診
療
科
目
を
27
に
拡
大
し

ま
す
。
ま
た
、Ｗ
Ｈ
Ｏ
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再

認
証
に
向
け
た
取
り
組
み
も
、一
層
進
め
ま
す
。

　

桜
は
い
つ
の
時
代
も
、
私
た
ち
の
心
を
魅

了
し
て
き
ま
し
た
。
私
も
桜
に
負
け
な
い
、

魅
力
あ
る
厚
木
市
を
全
身
全
霊
を
懸
け
て
築

き
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

元
気

平成27年市政運営テーマは「光輝」

シルバーチケット（保養施設等利用助成券）を交付

行政手続条例の一部を改正

　「生活困窮者自立支援制度」では、専門の相談員が
本人の状況に応じて自立支援計画を立案し支援します。

制度の概要

問福祉総務課☎225-2895

問健康長寿課☎225-2224

《対　象》�市内在住で次のいずれかに該当し、生活保
護受給世帯でない方

　①経済的な問題で生活に困っている
　②仕事に就く自信がない方や長期間失業している方
　③引きこもりの方や路上生活者
　④仕事に就いたことが無い方　　　など
《相談窓口》�福祉総務課（第2庁舎2階）
《時　間》平日、9時～17時
《支援の内容》本人の状況に応じて計画を立案・実施

　条例や規則に基づく許認可などの処分や行政指導に関する手続きを定
めた行政手続条例の一部を改正しました。主な内容は次の通りです。
①行政指導の方式
　市が行政指導する場合は、根拠法令の条項の明示が必要になります。
②行政指導の中止などの求め
　行政指導を受けた方が、要件に適合しないと思う場合に、市に対し
て行政指導の中止などを求めることができます。
③処分などの求め
　法令違反の事実を発見した場合、市に対して是正のための処分など
を求めることができます。
※詳しくは市ホームページをご覧ください。問文書法制課☎225-2287

すぐに仕事に就くこと
が可能な場合

ハローワークと就職に向け
て一体的な支援を実施

仕事に就くのに一定
期間が必要な場合

ボランティアなどを通じた
基礎能力を養う就労準備支
援事業を実施

就職のために住居の
確保が必要な場合

一定期間の住居確保給付金
の支給

貧困の連鎖の防止 子どもの居場所づくりや学
習支援事業を実施

生活費や一時的な資
金が必要な場合 生活福祉資金の貸し付け

4月1日～

　市では、高齢者の皆さんが指定の保養施設（宿泊・入浴施設など）
を利用する際に、料金の一部を助成するシルバーチケットを交付して
います。対象施設は、市ホームページでご確認ください。
《対 象》市内在住の65歳以上の方　
《交付期間》4月1日～平成28年3月31日
《助 成 額》宿泊施設＝1回1500円引き（年間3泊まで）

日帰りパック＝1回1000円引き（年間6回まで）
入浴施設＝1回500円引き（年間10回まで）
文化会館自主・共催事業＝1回1000円引き（年間3回まで）
アミュー映画会員＝1回1000円引き（年間1回）
アミュー映画鑑賞＝1回500円（年間1回）

申直接、健康長寿課または公民館（平日、8時30分～17時15分）、文
化会館（休館日を除く平日、9時～17時）へ。その場で発行します。



３ 平成27年４月１日

　利用しやすい市役所を目指して、４月から市
役所の組織を一部改正します。また、事務室も
一部移転します。

【新設】
■福祉総務課自立支援担当
　第２庁舎２階西側
■市民課社会保障・税番号制度担当
　本庁舎１階南側
■家庭相談課家庭相談係
　第２庁舎７階西側※子育て家庭相談担当は廃止

【名称変更・統合】
広報課広報係、広報課シティセールス係
　→広報戦略課広報係
【名称変更】
広報課広聴係
　→広報戦略課広聴係
高齢福祉課高齢ふれあい係
　→健康長寿課健康長寿係
高齢福祉課高齢者支援係
　→健康長寿課高齢者支援係
道路管理課市道再編成係
　→道路管理課道路境界係

【統合】
秘書課友好交流係
企画政策課広域・交通政策係
　→広域政策課広域政策係
人権男女参画課人権推進係
人権男女参画課男女共同参画係
　→市民協働推進課人権男女共同参画係
中心市街地整備課中心市街地整備係
中心市街地整備課アミューあつぎ担当
　→中心市街地整備課中心市街地整備係
道路整備課幹線道路係
国県道調整課スマートインター推進担当
　→道路整備課幹線道路・スマートインター整備係

【係再編】
危機管理課防災・危機管理係
　→危機管理課危機管理係
　　危機管理課防災対策係
道路整備課農業土木係
　→農業政策課農業土木係
　※�第２庁舎11階西側から� �

８階西側に移転
【事務室の移転】
契約検査課工事検査係
　第２庁舎12階西側
　→本庁舎３階北側（４月３日～）

　

落
書
き
は
、
景
観
を
乱
し
て
人
々
を
不
快

に
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
放
置
す
る
こ
と
で

治
安
対
策
に
無
関
心
な
印
象
を
与
え
、
犯
罪

が
発
生
す
る
危
険
性
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。市
内
で
は
近
年
、ガ
ー
ド
レ
ー

ル
や
橋
な
ど
へ
の
落
書
き
の
被
害
が
多
発
し

て
い
ま
す
。

被
害
の
実
態
を
調
査

　

多
数
の
被
害
を
受
け
市
で
は
、
昨
年
６
月

か
ら
９
月
ま
で
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
実
態
調

査
を
実
施
。
市
道
や
県
道
な
ど
の
道
路
沿
い

を
中
心
に
、
合
計
１
２
５
カ
所
で
被
害
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
道
路
以
外
に
も
電
柱
や
店

舗
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
、
バ
ス
停
留
所
な
ど
に
も

被
害
が
及
ん
で
い
ま
す
。

放
置
せ
ず
早
急
に
対
応

　

落
書
き
対
策
で
重
要
な
の
は
、
発
見
後
に

長
期
間
放
置
せ
ず
、
す
ぐ
に
対
応
す
る
こ
と

で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
エ
コ
・
ア
ッ

プ
・
あ
つ
ぎ
」（
会
員
数
28
人
）
は
、
月
に

１
回
、
落
書
き
を
消
す
作
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
会
員
が
普
段
の
生
活
の
中
で
目
に
し

た
被
害
箇
所
の
情
報
を
基
に
、市
内
を
巡
回
。

代
表
の
多た

田だ

良よ
し

史ふ
み

さ
ん
（
52
・
三
田
）
は
「
美

観
を
保
つ
の
は
も
ち
ろ
ん
、
速
や
か
な
対
応

や
作
業
の
様
子
を
見
た
人
が
『
落
書
き
を
見

逃
し
て
は
い
け
な
い
』
と
い
う
気
持
ち
を

持
っ
て
く
れ
た
ら
」
と
期
待
し
ま
す
。

ま
ち
全
体
で
意
識
を
共
有

　

落
書
き
の
撲
滅
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
で

す
。
市
は
こ
と
し
２
月
、
予
防
対
策
や
早
期

消
去
体
制
な
ど
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
、
市
と

市
民
の
皆
さ
ん
の
役
割
を
定
め
た
行
動
指
針

を
策
定
し
ま
し
た
（
左
欄
参
照
）。
市
内
全

体
で
落
書
き
を
許
さ
な
い
意
識
を
共
有
す
る

た
め
、
被
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
・
周

知
し
て
い
き
ま
す
。
消
去
作
業
の
支
援
（
左

下
欄
参
照
）
も
実
施
し
、
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
生
活
環
境
課
☎
２２５
‒
２
７
５
０

落
書
き
の
な
い
ま
ち
を
つ
く
る

トピック 環境美化

き
れ
い
で
安
全
な
生
活
環
境
を
目
指
し
て

「エコ・アップ・あつぎ」のメンバーと落書きを消す多田さん

国道246号の船子洞
どう

門
もん

付近の落書き

市役所の組織を一部改正

落書きをさせない
環境づくり

●市の役割
　・被害情報の収集と公表
　・関係機関との協力体制の構築
　・被害対応マニュアルの作成
　・落書き防止活動の啓発　など
●市民の役割
　・�発見・通報・消去の体制づくりに協力
　・�防止対策を考慮した施設づくり
　・�被害対応マニュアルの配布　など

目標①

落書きをされたら
すぐ消す体制づくり

●市の役割
　・�早期消去と通報者への連絡
　・�落書き消去活動への支援
　・�市民との情報共有
　・�警察への被害届の提出　など
●市民の役割
　・�早期の発見・通報・消去
　・�地域での落書き消去活動への参
加　など

目標②

詳しくは

落書き消去作業への支援
　落書き消去作業を行う団体に、原
材料（ペンキ・はけなど）を支給します。

問生活環境課☎225-2750 問行政経営課☎225-2160

《対象》市内の各自治会、市内で活動
するボランティア団体など
申生活環境課にある申込書（市ホー
ムページからダウンロード可）に必
要事項を書き、直接、
生活環境課へ。
※団体の要件など詳
しくは、お問い合わ
せください。

「厚木市落書きをさせないまち
づくり行動指針」で定める役割

厚木市  落書き  行動指針

　

落
書
き
の
増
加
は
、
ま
ち
の
美
観
を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
治
安
悪
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
市
は
、
増
え
る
被

害
に
対
応
し
、
落
書
き
さ
せ
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
落
書
き
行
為
に
対
す
る
市
と
市
民
の
役
割
を
定
め

た
行
動
指
針
を
策
定
し
ま
し
た
。
市
民
協
働
に
よ
り
、
誰
も
が
気
持
ち
良
く
生
活
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。
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　エコスクールは、世界で４万校以
上が取り組む環境教育プログラムで
すが、国内ではまだまだ浸透してい

ません。そんな中、厚木市では既に４校が認証を取得して
います。日本だけでなく、アジアにおいても先進的な都市
だと言えます。
　特徴的なのは、市の計画に「エコスクールの取り組みの
推進」が盛り込まれていることです。他の地域では、特に
熱心な先生などが学校での環境活動を先導しているケース
が見られます。しかし、リーダーがいなくなってしまうと、
取り組み自体も縮小してしまう傾向にあります。特定の
リーダーに頼らずに取り組みを継続していくため、市の計
画に位置付けていることは本当に素晴らしいと思います。
　エコスクールは、単に環境を良くするためだけの活動で
はありません。子どもたちは、環境に関わる活動を通して
社会に出たときに必要とされる力が身に付きます。将来的
には、地域を盛り上げまち全体を良くしていくための大き
な力になるのではないでしょうか。

　世界最大の環境NGO（非政府組織）・FEE（環
境教育基金）が実施する環境教育プログラム。
50カ国以上の約４万校で、1000万人を超える子
どもたちが取り組んでいる。七つのステップ

（左参照）に沿って活動し、一定の基準を満たす
と認証の証し「グリーンフラッグ」が取得でき
る。市では、総合計画「あつぎ元気プラン」に
エコスクールの取り組みの推進を掲げている。

国内の取組校　25校　　　国内の認証校　８校
市内の認証校　４校
　戸田小学校　　緑ケ丘小学校　　相川小学校
　相川中学校
取り組み予定　２校
　相川保育所　　七沢希望の丘初等学校

　地球温暖化の抑制に向け、市では次の設備
の導入を促進しています。
❶住宅用太陽光発電システム

《補助金額》１kw当たり１万円（上限３万円）
《予定件数》300件
❷エネルギー管理システム（H

ヘムス
EMS）

《補助金額》１万円　　《予定件数》100件
❸住宅用蓄電池　

《補助金額》５万円　　《予定件数》20件
❹家庭用燃料電池システム（エネファーム）

《補助金額》５万円　　《予定件数》20件
❺太陽熱利用システム（強制循環型）

《補助金額》５万円　　《予定件数》４件
❻ゼロ・エネルギー・ハウス

《補助金額》10万円　　《予定件数》３件
　いずれも対象は市内在住の方。申請は設置後
で、予算の範囲内で交付。①～③を一括して備え
た方には、さらに５万円の奨励金を交付します。

　市では 太陽光発電事業用地を募集し、
事業者に情報提供しています。

《要件》応募者が所有し①南側に障害物な
どがない②約500平方㍍以上③農地では
ない―の全てを満たす土地。
申環境政策課にある申込書（市ホーム
ページからダウンロード可）に必要事項
を書き、土地の登記簿・公図の写し、地
図、現地の写真、共有の場合は全員の同
意書を添えて、直接、環境政策課へ。

社会に出て必要な
  力を身に付ける
特定非営利活動法人FEE Japan
代表理事  伊

い

藤
とう

正
し ょ う こ

侑子さん（53）

HEMS

エネファーム

太陽光パネルが設置された七沢の事業用地

児
童
・
生
徒
を
中
心
に
実
施
主
体

と
な
る
組
織
を
つ
く
る

解
決
し
た
い
と
思
う
身
近
な
課
題

を
見
つ
け
目
標
を
決
め
る

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
的
な
取

り
組
み
を
計
画
す
る

計
画
に
沿
っ
て
活
動
を
実
践
し
、

評
価
・
見
直
し
を
す
る

授
業
と
連
携
し
、
学
び
が
生
活
の

中
で
役
立
つ
こ
と
を
実
感
す
る

地
域
に
取
り
組
み
を
広
げ
、
一
緒

に
課
題
解
決
に
向
け
て
活
動
す
る

学
校
全
体
で
の
約
束
事
「
エ
コ

コ
ー
ド（
環
境
宣
言
）」を
決
め
る

認証
グ
リ
ー
ン
フ
ラ
ッ
グ
取
得

Ｆ
Ｅ
Ｅ
の
審
査

全校で認証の喜びを分かち合った 学年集会と全校評議会で約束の言葉を決定

審査員に活動をPRする小塩さん（中央）

審査前に円陣を組む生徒たち

相川保育所でエコキャラを使った「くるくる絵本」を披露

E C O
S C H O O L

住宅用太陽光発電システム

市の助成環境に
  優しい
　住宅に

太陽光発電事業用地を募集

詳しくは 厚木市  エネルギー地球温暖化 検索 問環境政策課☎225-2746

満
開
だ
っ
た
校
庭
の
河
津
桜
が
風
に
舞

い
始
め
た
こ
ろ
、そ
の
知
ら
せ
は
届
い

た
。
差
出
人
は
、
国
際
的
な
環
境
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
エ
コ
ス
ク
ー
ル
」（
右
下
欄
参
照
）

を
主
催
す
る
Fフ

ィ

ー

E
E 

Jジ
ャ

パ

ン

a
p
a
n
。「
貴
校
を

グ
リ
ー
ン
フ
ラ
ッ
グ
校
と
し
て
認
証
し
ま

す
。
今
後
の
さ
ら
な
る
活
動
の
発
展
を
期
待

い
た
し
ま
す
」。相
川
中
学
校
は
喜
び
に
沸
い

た
。
生
徒
た
ち
の
表
情
に
は
一
様
に
、
誇
ら

し
げ
な
笑
み
が
浮
か
ん
で
い
た
。

中
学
校
で
も
続
け
た
い

　

相
川
中
学
校
で
の
エ
コ
ス
ク
ー
ル
活
動

は
、
２
年
生
が
中
心
と
な
り
取
り
組
ん
で
き

た
。
こ
の
学
年
は
、
戸
田
小
学
校
、
相
川
小

学
校
で
エ
コ
ス
ク
ー
ル
活
動
を
実
践
し
て
き

た
世
代
だ
。「
２
年
前
に
戸
田
小
で
グ
リ
ー
ン

フ
ラ
ッ
グ
を
取
れ
た
時
、
全
校
で
目
標
を
達

成
す
る
喜
び
を
味
わ
い
ま
し
た
。
み
ん
な
、

中
学
生
に
な
っ
て
も
続
け
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
」。取
り
組
み
の
中
心
と
な
っ
て
き
た

小こ

塩し
お

実み

可か

子こ

さ
ん
は
そ
う
振
り
返
る
。

　

小
塩
さ
ん
た
ち
が
中
学
で
の
エ
コ
ス
ク
ー

ル
活
動
を
始
め
た
の
は
１
年
生
の
時
。
自
分

た
ち
で
相
川
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
隊

（
A
E
P
隊
）
を
つ
く
り
「
植
物
」「
P
R
」

「
節
水
・
節
電
」「
ご
み
分
別
」「
残
菜
」「
エ

コ
キ
ャ
ッ
プ
」
の
６
班
に
分
か
れ
活
動
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
小
学
生
の
こ
ろ
の
取
り
組

み
を
参
考
に
す
る
た
め
、
母
校
に
も
足
を
運

び
資
料
を
受
け
取
っ
た
。
活
動
を
広
め
る
た

め
の
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
歌
も
作
っ
た
。

　

昨
年
２
月
、
A
E
P
隊
は
F
E
E
に
取
り

組
み
の
状
況
を
発
表
す
る
機
会
を
得
た
。
自

信
を
持
っ
て
臨
ん
だ
発
表
だ
っ
た
が
、
返
っ

て
き
た
の
は
「
A
E
P
隊
だ
け
の
活
動
で
、

全
校
の
取
り
組
み
に
な
っ
て
い
な
い
」
と
い

う
指
摘
だ
っ
た
。
１
年
生
が
上
級
生
に
働
き

掛
け
、
取
り
組
み
を
全
校
に
広
げ
る
の
は
簡

単
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

活
動
を
全
校
か
ら
地
域
へ

　

２
年
生
に
な
る
と
、
A
E
P
隊
で
は
「
全

校
の
活
動
に
な
っ
て
い
な
い
」
こ
と
を
課
題

と
し
て
捉
え
、改
善
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。

初
め
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
A
E
P
隊
の
活

動
を
生
徒
会
組
織
の
活
動
に
移
行
し
て
い
く

こ
と
だ
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
生
徒
会

本
部
や
美
化
・
広
報
・
保
健
な
ど
の
専
門
委

員
会
に
立
候
補
し
、
A
E
P
隊
の
取
り
組
み

を
全
校
へ
と
広
げ
て
い
っ
た
。
生
徒
総
会
で

の
承
認
を
得
て
、
生
徒
会
の
活
動
方
針
に
も

「
グ
リ
ー
ン
フ
ラ
ッ
グ
の
取
得
」を
掲
げ
て
も

ら
っ
た
。

　

専
門
委
員
会
で
は
、
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
の
回

収
や
新
聞
の
発
行
、
残
菜
の
量
を
調
べ
廊
下

に
貼
り
出
す
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
た
。
保

健
委
員
長
の
加か

藤と
う

亜あ

美み

さ
ん
は「
初
め
は
１
・

３
年
生
に
A
E
P
の
活
動
が
広
が
る
か
不
安

で
し
た
。
で
も
、
や
っ
て
い
く
う
ち
に
み
ん

な
の
理
解
も
深
ま
り
、
活
動
が
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
し
て
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
」
と
充
実
し

た
表
情
を
見
せ
る
。

　

生
徒
た
ち
は
、
A
E
P
活
動
を
校
内
だ
け

で
な
く
、
地
域
に
も
広
げ
て
い
っ
た
。
保
育

体
験
で
訪
問
し
た
相
川
保
育
所
で
は
、
手
作

り
の
絵
本
を
使
い
残
菜
に
ま
つ
わ
る
話
を
披

露
。
地
域
の
祭
り
で
は
、
学
校
の
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
か
ら
採
っ
た
種
を
配
り
緑
化
を
呼

び
掛
け
る
な
ど
、
活
動
の
範
囲
を
広
げ
て

い
っ
た
。
学
年
主
任
と
し
て
活
動
を
見
守
っ

て
き
た
渥あ

つ

美み

廣ひ
ろ

剛た
け

先
生
（
57
）
は
「
Ａ
Ｅ
Ｐ

の
会
議
に
他
の
学
年
を
呼
ぶ
な
ど
、
生
徒
の

ア
イ
デ
ア
で
日
に
日
に
活
動
が
充
実
し
て

い
っ
た
」
と
生
徒
の
成
長
に
目
を
細
め
る
。

学
校
の
新
た
な
伝
統
に

　
「
活
動
を
広
げ
る
」と
い
う
目
標
に
向
か
っ

て
、着
実
に
歩
ん
で
き
た
生
徒
た
ち
は
３
月
、

認
証
に
向
け
た
F
E
E
の
審
査
の
日
を
迎
え

た
。
審
査
員
を
部
屋
に
迎
え
る
直
前
、
生
徒

た
ち
は
円
陣
を
組
ん
だ
。
生
徒
会
長
の
大お

お

貫ぬ
き

浩ひ
ろ

伸の
ぶ

さ
ん
が
掛
け
た
号
令
は
「
楽
し
ん
で
い

こ
う
」
と
い
う
言
葉
だ
っ
た
。

　

審
査
会
が
始
ま
る
と
、
生
徒
た
ち
は
緊
張

を
こ
ら
え
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
前
を
向
き

自
分
た
ち
の
取
り
組
み
を
発
表
し
た
。
そ
の

語
り
口
に
は
、
明
る
く
、
真
剣
に
、
丁
寧
に
、

熱
っ
ぽ
く
と
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
表

れ
て
い
た
。
最
後
に
生
徒
た
ち
は
、
約
束
の

言
葉
を
声
を
合
わ
せ
て
宣
言
し
た
。「
何
事
に

も
継
続
す
る
心
を
持
ち
続
け
、
A
E
P
活
動

を
相
川
中
の
伝
統
に
し
よ
う
」

　

審
査
を
終
え
大
貫
さ
ん
は
「
今
の
自
分
た

ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
や
り
切
り
ま
し
た
」

と
、
朗
ら
か
な
表
情
で
話
し
た
。

ず
っ
と
続
い
て
い
く
活
動
に

　

卒
業
式
の
二
日
前
、
小
塩
さ
ん
宛
て
に

F
E
E
か
ら
認
証
の
知
ら
せ
が
届
い
た
。
グ

リ
ー
ン
フ
ラ
ッ
グ
は
、「
３
年
生
を
送
る
会
」

の
中
で
全
校
生
徒
に
披
露
し
た
。「
お
ぉ
～
」

と
い
う
歓
声
と
と
も
に
、
会
場
は
笑
顔
に
包

ま
れ
た
。
小
塩
さ
ん
は
「
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
て
目
標
を
達
成
で
き
て
本
当
に
う
れ
し

い
。
私
た
ち
が
卒
業
し
て
も
続
い
て
い
く
活

動
に
す
る
た
め
に
、
も
っ
と
も
っ
と
広
げ
て

い
き
た
い
で
す
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。

　

４
月
か
ら
小
塩
さ
ん
た
ち
は
３
年
生
に
な

る
。
グ
リ
ー
ン
フ
ラ
ッ
グ
を
取
得
し
た
自
信

と
誇
り
を
胸
に
、
約
束
の
言
葉
を
果
た
す
た

め
、
こ
れ
か
ら
も
前
を
向
き
歩
き
続
け
る
。

問
環
境
政
策
課
☎
225
‒
2
7
4
6

戸田小（写真）と緑ケ丘小も再度認証を果たした

未
来
を
変
え
る
力
を
育
む

未
来
を
変
え
る
力
を
育
む

未
来
を
変
え
る
力
を
育
む

エコキャップの回収や
紙の分別などにも取り組んだ

認 証 ま で の 流 れ（七つのステップ）

　
エ
コ
ス
ク
ー
ル
は
、子
ど
も
た
ち
が
身
近
な
課
題
を
見
つ
け
、仲
間
と

共
に
解
決
し
て
い
く
力
を
養
う
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。
３
月
、
相

川
中
学
校
は
国
内
の
中
学
校
で
初
め
て
、
認
証
の
証
し
「
グ
リ
ー
ン
フ

ラ
ッ
グ
」
を
取
得
し
た
。
生
徒
た
ち
は
認
証
ま
で
の
道
の
り
を
、楽
し
み

な
が
ら
た
く
ま
し
く
歩
い
て
き
た
。

※校数は３月16日時点
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みみ んん ななの で
つくる
声声

ままちち

審議会などの委員でない④市の議
員・職員でない―の全てを満たす
方3人《任期》5月中旬～（2年間）
《報酬》1日7800円（交通費含む）。
申企画政策課などにある申込書
（市ホームページからダウンロー
ド可）に必要事項と応募動機（400
字程度）を書き、4月24日（必着）ま
でに直接または郵送、ファクス、
Ｅメールで〒243-8511企画政策課
☎225-2455・薨225-3732・e-mail
=1100@city.atsugi.kanagawa.jp
へ。書類選考あり。
	
文化芸術振興委員会の委員
を募集
　文化芸術の振興などに意見を頂
く委員を募集します。
　《対象》①市内在住在勤在学で
応募日現在18歳以上②平日の会議
（年4回程度）に出席できる③他の
付属機関などの委員でない④市の
職員・議員でない―の全てを満た
す方3人以内《任期》6月～平成29年
3月（予定）《報酬》1日7800円（交
通費含む）。申文化生涯学習課に
ある申込書（市ホームページから
ダウンロード可）に必要事項と応
募動機（400字程度）を書き、4月
30日（必着）までに直接または郵送、
ファクス、Eメールで〒243-8511文
化生涯学習課☎225-2508・薨225-
3130・e-mail=0350@city.atsugi.
kanagawa.jpへ。書類選考あり。
	
新入学児童に	
本入れバッグを配布
　新入学児童に、市立小学校を通
じて配布します。私立小学校の方
は、中央図書館で配布します。問
中央図書館☎223-0033。
	
県立職業技術校7月生募集
■東部総合職業技術校（かなテク
カレッジ東部☎045-504-2810）＝
セレクトプロダクト、室内施工、
ビル設備管理
■西部総合職業技術校（かなテク
カレッジ西部☎0463-80-3002）＝セ
レクトプロダクト、庭園エクステ
リア施工《対象》就職のために知識、
技術・技能を習得したい方《選考日》
5月24日《募集案内》技術校・ハロー

ワークで配布《イベント》体験入校、
オープンキャンパス（詳しくは各
校ホームページをご覧ください）。
申ハローワークで事前に手続きし、
4月13日～5月11日に各校へ。問県産
業人材課☎045-210-5715。
	
地球温暖化防止活動推進員
を募集
　地域で温暖化防止を進めるた
め、ボランティアで普及活動など
をしていただける方を募集します。
　《対象》県内在住在勤在学で20
歳以上の方。申県ホームページか
らマイアジェンダ登録後、市環境
政策課にある申込書（県ホーム
ページからダウンロード可）に必
要事項を書き、直接、県環境計画
課☎045-210-4053へ。
	
自衛官を募集
　陸海空幹部候補生を募集します。
　《対象》20歳～27歳の方。申5月
1日までに自衛隊厚木募集案内所
☎400-2486へ。
	
母・父子家庭への助成
■母子家庭等児童就学祝金
　《対象》子どもが小中学校また
は高校（高等専門学校などを含む）
に入学する母・父子家庭などで、
4月1日現在市内在住の児童・生徒
と同居し養育している方《支給額》
①小学校=1万円②中学校=1万
3000円③高校など=1万5000円（③
は合格通知書などの写しが必要）。
■母子等福祉手当金
　《対象》市内在住の母・父子家庭
などで、義務教育終了前の児童と
同居し養育している方《支給月額》
①小学校入学前の児童=1500円②
小学生=2000円③中学生=3000円
《支給月》5・11月。
■母子家庭等家賃助成
　《対象》①市内在住の母・父子
家庭などで、平成28年3月31日ま
でに18歳に達するまでの子どもと
同居し養育②毎月1～6万円の家賃
を払っている③生活保護法の住宅
扶助を受けていない―の全てを満
たす方《助成月額》1300円～1万
円（8段階）《支給月》8・12月、平成
28年4月に前月分までを支給。所得

制限あり。申申請書と必要書類（新
規の方は戸籍謄本など）を4月30日
までに直接または郵送で〒243-
8511こども家庭課☎225-2241へ。
	
特別児童扶養手当認定診
断書の作成方法を変更
　知的障がい児の特別児童扶養手
当認定診断書は、4月から県児童相
談所で作成しないことになりまし
た。今後は病院などで作成してくだ
さい。問こども家庭課☎225-2241。
	
中学校卒業後も継続入院し
ている場合の医療費を助成
　助成対象の子どもが、中学校卒
業から4月以降も継続して入院し
ている場合、入院に係る健康保険
適用医療費の自己負担額が助成さ
れます。申診療日から1年以内に
こども家庭課☎225-2233へ。
	
「あつぎ元気プラン」第2期
基本計画の冊子を発行
　市のまちづくりの指針となる総
合計画「あつぎ元気プラン」第2
期基本計画の冊子を発行しまし
た。市政情報コーナーや公民館、
市ホームページでご覧ください。
問企画政策課☎225-2455。
	
耐震改修促進計画を改定
　県の計画改定に伴い、市耐震改
修促進計画を改定しました。内容
は市ホームページをご覧くださ
い。問建築指導課☎225-2431。
	
健康スイミング事業の	
案内冊子を配布
　《配布日時》4月20日～《配布場
所》総合福祉センター《対象》市に
住民登録がある65歳以上または身
体障害者手帳などの交付を受けて
いる方。参加には登録が必要です。

問総合福祉センター☎225-2525。
	
農地情報を公表
　4月1日から、農地台帳情報（農
地の所在、地番、地目、面積など）
をホームページなどに公表します。
問農業委員会事務局☎225-2480。
	
危険ブロック塀等防災工事補助金	
の上限金額を変更（4月1日～）
　《補助金額》危険な塀などの撤
去費用と新しい工作物の工事費の
75％（上限30万円）。申危機管理課
にある申請書（市ホームページから
ダウンロード可）に必要事項を書
き、申請場所の位置図・見取り図、
既存ブロック塀などの写真、工事
の内訳が記載された見積書を添
え、直接、危機管理課☎225-2190へ。

《意見交換会》
議会基本条例
　4月17日、19時～20時30分。市
役所本庁舎。申当日直接会場へ。
問議会総務課☎225-2701。
《パブリックコメント》
議会基本条例
　《閲覧期間》4月1日～30日《閲
覧場所》議会総務課、市政情報コー
ナー、あつぎ市民交流プラザ、公
民館、本厚木・愛甲石田駅連絡所、
総合福祉センター、中央図書館、
市ホームページ《応募資格》市内
在住在勤在学の方または市内で活
動する個人・法人・団体《応募方
法》閲覧場所にある用紙を備え付
けの「わたしの提案」箱に投函す
るか、直接または郵送、ファクス、
Ｅメールで〒243-8511議会総務課
☎225-2701・薨223-9535・e-mail=
7600@city.atsugi.kanagawa.jpへ。

広報番組 ガ イ ド

放送時間（15分）　　　①12時～②19時30分～③22時45分～

番組はホームページ動画配信 CATV放送開始後に配信あつぎ元気Wave 検 索

※�内容や時間を変更す
る場合があります。

あゆチャンネル（11ch）

あつぎ 元気Wave

ケーブルテレビ ◆O
おいしい

EC仲間が増えました4月1日～15日
新たに「あつぎOECフード」に認定された3品を紹介します

4月 の

《対象》成人責任者が引率する厚木市・
愛川町・清川村の一般団体（20人以上
で構成）
《利用期間》7月18日～8月31日。日帰
り～4泊5日（利用可能日は市ホーム
ページをご覧ください）。

期間中の施設利用者を募集します。

七沢自然ふれあいセンター
夏休み期間中の利用受け付け

申4月1日～14日に七沢自然ふれあ
いセンター☎248-3500・薨248-
4708へ。４月18日に抽選。

■物忘れ予防・脳いきいき教室（定員25人） 申141862
　～おでかけプログラム～
　5月19日～7月7日の火曜（全8回）、10時～12時。あつぎ
市民交流プラザ。ウオーキングを取り入れた認知症予防。

■からだいきいき運動教室（定員30人）
Aコース=5月8日～7月24日の金曜（全12回）、
10時～11時50分。東町スポーツセンター。
Bコース=5月13日～7月29日の水曜（全12回）、
10時～11時50分。南毛利スポーツセンター（温水西1-27-1）。
Cコース=5月12日～7月28日の火曜（全12回、7月22日は
水曜）、10時～11時50分。荻野運動公園（中荻野1500）。
Dコース=5月8日～7月24日の金曜（全12回）、
14時～15時50分。東町スポーツセンター。
① 申141857② 申141858③ 申141859④ 申141860

　毎日健康に暮らすためには、適度な運動が大切です。
みんなで元気に、体を動かしましょう。

　いずれも対象は市内在住で65歳
以上の方（要介護認定者を除く）。
無料。申直接、電話またはハガキ、
ファクスに教室（コース名）、〒住
所、氏名、生年月日、電話番号を
書き、4月15日（必着）までに〒243-
8511健康長寿課☎225-2388・薨
221-1640へ。抽選。

健康を保つ教室を開催動いて
歩いて
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市役所への郵便物は「〒243-8511厚木市役所◯◯課」で届きます。申＝申し込み　問＝問い合わせ　☎＝電話番号　 ＝ファクス番号　 申＝ウェブでの申し込み可

4月の青春劇場スケジュール
　4日=唄う！青春劇場カラオケ大
会（ゲスト・立花伸一）。13時～14時。
厚木公園。無料。申当日直接会場
へ。問商業にぎわい課☎225-2840。
	
バスで行く環境エコツアー
「川の恵みに触れあおう」
　4月23日、9時～16時。相模川ふれ
あい科学館（相模原市）、相模大堰
（海老名市）の見学と川魚料理な
ど。市内在住在勤在学の方40人。
2500円（昼食・入館料など）。申直
接、電話またはファクスに〒住所、
氏名、年齢、電話番号を書き、4月13
日までに環境政策課☎225-2746・
薨223-1668へ。抽選。 申141761
	
応急手当普通救命講習会
　4月18日、9時～12時。睦合分署（三
田1475-1）。心肺蘇生法、大出血時
の止血法、自動体外式除細動器
（AED）の取り扱いなど。市内在住
在勤在学で中学生以上の方30人。
無料。申4月9日までに救急救命課
☎223-9365へ。抽選。 申141744

	
オストメイト社会適応訓
練活動の相談会健康教室
　4月19日、13時30分～16時30分。
あつぎ市民交流プラザ。皮膚・排

はい

泄
せつ

ケア認定看護師による個別相談な
ど。人工肛門・ぼうこう保有者と家
族など。無料。問日本オストミー
協会神奈川支部☎0466-45-4216。
	
情報プラザのパソコン講座
■シェイプアート教室
　4月21・28日、9時30分～12時30
分。文書作成ソフトを使ってイラ
ストを描く。定員16人。450円（テ
キスト代など）。 申141864
■パソコン基礎講座
　4月21・28日（全2回）、13時30分～16
時30分。パソコン操作の基本やファ
イル整理などを学ぶ。定員16人。
1386円（テキスト代など）。 申141865
■文書作成中級講座
　4月24日、5月1・8・15日（全4回）。
9時30分～12時30分。パソコン操
作の基本やファイル整理などを学
ぶ。定員16人。1416円（テキスト
代など）。 申141866

■インターネット講座
　4月24日、5月1・8日（全3回）。13
時30分～16時30分。インターネッ
トの基礎知識やホームページの閲
覧などを学ぶ。定員16人。1865円
（テキスト代など）。 申141867
　いずれも会場は情報プラザ。対
象は市内在住在勤在学でマウス操
作や文字入力、ウィンドウの切り
替えができる方。申し込みは１人１
講座。申往復ハガキに講座名、 申
番号、〒住所、氏名（ふりがな）、年
齢、電話番号、市外在住の方は勤
務先または在学先を書き、４月１１日
（必着）までに〒2４3-002１岡田3050
情報プラザ☎220-27１１へ。ウェブ
申し込みの方で市外在住の場合
は、連絡事項の欄に勤務先または
在学先を書いてください。抽選。
	
体育協会のスポーツ教室
■第1回初・中級テニス教室
　5月8・13・15・20・22・27日（全
6回）、19時～20時45分。南毛利ス
ポーツセンター（温水西1-27-1）。
定員50人（小中学生を除く）。2500
円。 申141852
■第1回ジュニアソフトテニス教室
　5月9・16・23・30日（全4回）、10時
～12時。南毛利スポーツセンター。
小学生80人。1000円。 申141853
■初心者バウンドテニス教室
　5月10・17・24日（全3回）、10時～12
時。東町スポーツセンター。小学生
以上の方20人。2000円。 申141854
■初・中級社交ダンス教室
　5月10・17・24・31日、6月14・21日
（全6回）。13時～15時。東町スポー
ツセンター。男女各20人（小学生～
高校生を除く）。2000円。 申141855
■第1回初心者登山教室
　講義=5月13日、19時～21時。あ
つぎ市民交流プラザ。実技=5月30
日、7時～19時。足和田山（出発
と帰着は本厚木駅周辺を予定）。
定員40人（小中学生を除く）。
3000円（入浴料は希望者のみ別途
負担）。 申141856
　いずれも内容は基礎技術の講習。
対象は市内在住在勤在学の方。申ハ
ガキ、ファクスに教室名、〒住所、
氏名（ふりがな）、年齢、性別、電話
番号を書き、４月１5日（必着）までに

〒2４3-0039温水西１-27-１市体育協
会☎2４7-72１2・薨2４8-7１5１へ。抽選。
	
ターゲット・バードゴルフ教室
　4月25日（雨天時は26日）、9時～
12時。厚木青少年広場（厚木
2348）。ターゲット・バードゴルフ
の体験（用具の貸し出し可）。市内
在住の方。無料。申当日直接会場
へ。問市ターゲット・バードゴル
フ協会・小島☎228-0300。
	
言語聴覚士（非常勤職員）を募集
　《対象》言語聴覚士の免許を持
つ方1人《職務内容》幼児（3歳6カ
月児）健康診査の聴覚検査《雇用期
間》平成29年3月まで（延長あり）
《勤務日時》金曜（月1～3回、1回4
時間程度）《給与》1回1万5000円。
申市販の履歴書に写真を貼り、直
接、健康づくり課☎225-2597へ。
書類選考・面接あり。
	
生涯学習推進会議の委員を募集
　生涯学習の推進などに意見を頂
く委員を募集します。
　《対象》①市内在住在勤在学で
応募日現在18歳以上②平日昼間の
会議（年3回程度）に出席できる
③他の付属機関などの委員でない
④市の職員・議員でない―の全て
を満たす方2人以内《任期》6月～
平成30年3月（予定）《報酬》1日
7800円（交通費含む）。申文化生
涯学習課にある申込書（市ホーム
ページからダウンロード可）に必
要事項と応募動機（400字程度）
を書き、4月30日（必着）までに
直接または郵送、ファクス、Ｅメー
ルで〒243-8511文化生涯学習課☎
225-2512・薨225-3130・e-mail＝
0350@city.atsugi.kanagawa.jpへ。
書類選考あり。
	
まち・ひと・しごと創生総合
戦略会議の委員を募集
　少子高齢化や人口減少に対応す
るため策定する「まち・ひと・し
ごと創生総合戦略」に意見を頂く
委員を募集します。
　《対象》①市内在住在勤在学の
応募日現在18歳以上②平日の会議
（年5回程度）に出席できる③他の

タウンガイド

マイタウンクラブ

www.mytownclub.com
［携帯電話は末尾に/cpを］

印の番号でウェブ上からも、詳
しい情報をご覧いただけます。
「 申」と記されたものは、ウェ
ブ上から申し込みができます。
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　相模人形芝居長谷座の座員が講師となり
後継者を養成します。
《期間》5月～平成28年3月（全20回）
《会場》あつぎ市民交流プラザなど
《対象》全ての練習に参加できる方15人程度

郷土芸能学校
（相模人形芝居）受講生　市内産の農産物や

加工食品などを販売
し ま す。4月15日 は
オープニングフェア
として、当日買い物
をされた方に「オリ
ジナルあゆコロちゃ
んエコバッグ」をプ
レゼントします。

　市が魅力ある食を認定す
る「あつぎ食ブランド（愛
称＝あつぎOECフード）」
に3品が加わりました。認
定品は全42品です。

夕焼け市がスタート O
お い し い

EC仲間が
増えました

問農業政策課☎225-2801 問観光振興課☎225-2820

申5月8日までに文化財保護課☎225-2509へ。

4月15日～10月28日の毎週水曜
17時～（1時間程度）
※9月以降は16時～

日時

荻野運動公園（中荻野1500）場所

募 集

参 加 無 料

黄
こ

金
が ね

井
い

酒造
「特別純米　盛

さかり

升
ま す

」

お菓子工房サラ
「おおやまあんマド」

笹
さ

生
そう

農園レストラン栗の里
「みがき玄米」

　 141891



この「広報あつぎ」は、再生紙を使用しています。不用になりましたら、資源回収にお出しください。

日時　4月18日土・19日日
　　　10時～16時
場所　厚木中央公園
　　　市役所西側駐車場（19日のみ）

　ジュニアリーダーズクラブ（通称「ジュニア」）は、子ども会の新入生
歓迎会やクリスマス会、キャンプファイア、野外炊事など、地域で実施さ
れる子ども向けの催しに参加し、お兄さんお姉さん役として活動する団体
です。市内13中学校区ごとに組織され、中学１年生から高校２年生まで
の約200人が活動しています。
　ジュニアでは、共に活動する仲間を募集して
います。今しかできない思い出づくりと貴重な
経験ができる場です。少しでも興味のある方は、
気軽にお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　問青少年課☎225-2580

手本を見せながら楽しい雰囲気づくり

緑のまつり

（3月1日現在）

厚木市
の

人　口 ※65歳以上、外国人市民は住民基本台帳による9万6341世帯 −前月比83世帯減−

22万4900人（男11万6951人、女10万7949人） 
−前月比175人減−

●6 5 歳以上＝5万121人（男2万3445人、女2万6676人）
●外国人市民＝5595人（男2793人、女2802人）

人　口

世帯数

「広報あつぎ」では、自主財源確保のため広告掲載事業を実施しています。広告掲載の申し込みは㈱相鉄エージェンシー☎045-450-1804へ。

　市内外から写真228作品、映像24作品が集まりました。入賞作品
は、市民投票と専門家による審査で決定しました。

　広報写真コンクール・映像コンテストの入賞作品は、市ホームページ
で公開しています（写真は地下道に展示）。

①11時～②14時～。定員各回20人。100円。
４月17日までに公園緑地課へ。先着順。

《18日》コケ玉教室
《19日》押し花教室

《18日》記念植樹　10時20分～
　　　花と緑のフォトコンテスト表彰式　10時40分～
《19日》手裏剣戦隊ニンニンジャーショー　①10時20分～②14時50分～

伊
い

藤
と う

 良
りょう

一
い ち

さん（69・平塚市）

小鮎地区ジュニア会長
櫻
さ く ら だ

田 陸
り く

真
ま

さん
（15・宮の里）

「どろんこ大好き」
下
し も

北
き た

305（グループ制作）
「だれかの教室」

今しかできない思い出づくりと経験の場に

問公園緑地課☎225-2412問広報戦略課☎225-2040

内容　 花と緑のステージ（ダンス、楽器演奏など）、
　　　植木市、草花や野菜の苗の販売、スタンプラリー、
　　　木工教室、企業・学校・団体コーナー、骨

こ っ

董
と う

市

緑に親しもう教室

《厚木市長賞》写真
《総合グランプリ》映像

入賞者
決 定

広報写真コンクール
映像コンテスト

小学生をリードし、思い出づくりの場をサポート
やってみませんか?

　ジュニアの活動では、日
常生活では体験できない地
域の行事や伝統行事に参加
できるので、とても楽しくやり
がいを感じています。小学生
や保護者など地域の人たちとのつな
がりも増え、会った時にお礼などを
言われた時は特にうれしくなります。
活動は月に２・３回です。４月から
高校生になりますが、部活や塾に加
え、ジュニアも続けたいと思います。

参加者の作業をお手伝い

体を使って室内でゲーム

雨天実施

CATV 4/1〜放送
あつぎ 元気Wave

～小さな芽　大きく育て
　緑あふれる　僕らの地球～

厚木市第41回
市制60周年記念事業


